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1 調査概要 

（１）調査目的 

「身近な子育て応援活動」推進のための基礎資料として、子育て中の親（＝3 歳未満の子どもを有する父母ま

たは現在妊娠中の母親及びその配偶者）を対象に、子育てを取り巻く社会に対する考え方、外出時の様子、外

出する上での困難や不安などについて意見を収集し、子育て世代の社会に対する要望や、具体的な支援に対

する優先事項を明らかにすることを目的として今回の調査を実施しました。 
 

調査設計は、以下のポイントを明らかにすることを意図して行っています。 
 

□前回調査と比較して、子育て環境を取り巻く状況はどのように変化したのか？  

□子育て中の親とそれ以外の人の間に子育て環境に対する認識にどのようなギャップがあるのか？ 

□子育て中の親の子育て環境に対する要望を的確に把握できているのか？ 

□子育て環境の向上に向けて、どのような要因が大きく関係しているのか？ 

 

 

（２）調査手法 

 

○“予備調査（スクリーニング調査）”と“本調査”の２段階で実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査手法】 

インターネット調査〔（株）インスコープの「あんぐる」を使用〕 
 

【調査エリア】 

全国（18～49 歳の男女） 
 

【調査対象者】 

＜予備調査（スクリーニング調査）＞ 

登録されている調査モニター（18～49 歳の男女） 

＜本調査＞ 

①18～49 歳の女性で、妊娠中もしくは出産後 3年未満の方 

②上記条件にあてはまる配偶者（パートナー）を持つ、男性 
 

約 20,000 

サンプル 

①妊娠中もしくは出産後 3年未満の女性＝約 1,000 サンプル 

②①にあてはまる配偶者（パートナー）を持つ、男性＝約 200 サンプル 

➤本調査対象者の抽出 

➤本調査対象者以外の子育て環境

等に対する認識の確認 

➤子育て中の親の子育て環境等に

対する認識、問題意識の把握 

予備調査 本調査 

第
一
段
階 

第
二
段
階 
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（３）調査の実施状況 

調査種別 
予備調査 

（スクリーニング調査） 

本調査 

＜男性編＞ ＜女性編＞ 

対象者の条件 

調査モニターに登録している

全国 18～49歳の男女 

妊娠中もしくは出産後 3 年

未満の配偶者（パートナ

ー）を持つ全国 18～49 歳

の男性 

妊娠中もしくは出産後 3 年

未満の全国 18～49歳の女

性 

設問数 10問 37問（男性編・女性編共通） 

調査時期 

2010年 12月 9日 

～ 

2010年 12月 16日 

2010年 12月 17日 

～ 

2010年 12月 22日 

回収状況 20,732サンプル 228サンプル 1,182サンプル 

回収サンプルの内訳 

 

  男性 女性 

10・20 代 2,827 5,088 

30 代 3,002 3,744 

40 代 1,858 4,213 
 

 

  男性 女性 

10・20 代 38 331 

30 代 131 751 

40 代 59 100 
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１ 予備調査編 

１－１ 妊娠中・子ども連れでの外出環境に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子ども連れでの外出環境に対する満足度は４割 

“満足” 

41.1％ 

“不満” 

23.5％ 

○男女とも子育ての現役世代で満足度が高い 

○都市規模が大きいほど満足度が高くなる 

○子どもの年齢が小さいほど満足度が高い 

○子育て環境に対する関心が高い層ほど満足

度が高い 

○都市規模が小さいほど“不満”層が多くなる 

○子どもの年齢が小さいほど“不満”も多い（妊

娠中の層は“不満”がやや尐ない） 

○子育て環境に対する関心が高い層では“不

満”も多い 

都市規模が大きいほど満足度が高く、小さいほど不満層が多くなることから、都市機能の充実度
や人口が多いことで期待できる多様な人々とのコミュニケーションや周囲のサポートといった要因が
子ども連れでの外出環境に対する満足度の向上に大きく関わっているのではないかと思われま
す。 
また世代的には 25～39 歳という子育ての現役世代で満足度が高く、子どもの状況別にみると、

子どもの年齢が小さいほど満足も不満も多くなることから、実際に子どもが生まれ、子育てへの関わ
りが現実的なものになることで初めて周囲の子育て環境に対する具体的な満足・不満ポイントが明
確になるものと思われます。 
マタニティマークについて意味も含めてよく知っている、身近な子育て応援活動に好意的な印象

を持つなどの子育て環境に対する関心度が高い層では子ども連れでの外出環境に対する満足度
が高いことから、子育て環境に対する関心が高いと周囲の気遣いや都市環境などのハード面にお
ける配慮などにも敏感に気づき、外出環境に対する満足度が高くなるのではないかと思われます。 

★マタニティマークの認知度向上や身近な子育て応援活動に対する理解と共感を高めること

で、子育て環境に対する関心を高めることが重要 

 

★子育て環境に対する関心を高めることで、周囲の心遣いや都市環境に組み込まれている子

育て世代への配慮（授乳室や他目的トイレの設置など）に対する“気づき”を促し、子ど

も連れでの外出環境に対する満足度を高めるとともに、子育て中の人々へのちょっとした

配慮という各人の具体的な行動や振る舞いに結びつけていくことが必要 

> 
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１－２ マタニティマークの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■マタニティマークについて「意味も含めてよく知っている」は 46.7％ 

意味も含めてよく知っている 

46.7％ 

“知らない” 

33.6％ 

○女性の半数以上は知っており、年代的には

25～39 歳で認知度が高い 

○都市規模が大きいほど認知度が高くなる 

○小さな子どもを持つ層では認知度が高い（妊

娠初期＝12 周未満では認知度がやや低い） 

○男性の半数近くは“知らない”、年代的には

24 歳以下と 40～49 歳の子育ての接点が薄

い世代で知らない人が多い 

○都市規模が小さいほど“知らない”が多くなる 

○小学生以上の子どもを持つ層や子どもがいな

い層では“知らない”が 3～4 割 

マタニティマークの認知度は前回調査に比べ大幅に高まっており、女性、とくに子育ての現役世
代では７～８割の高い認知度を示しています。 
一方で、男性では半数近くが“知らない”としており、子育てとの接点が少ないと思われる若い世

代と 40歳以上の世代でとくにマタニティマークが知られていない状況があります。 
都市規模別にみると、都市規模が大きいほど認知度が高く、小さいほど“知らない”という回答が

多くなることから、マタニティマークの広報に協力してくれている公共交通機関や公的施設等の充
実度が認知状況の差を生んでいるのではないかと考えられます。 
６歳未満の小さな子どもを持つ層での認知度は高いものの、小学生以上の子どもを持つ層や子

どものいない層では“知らない”という回答が多くなっています。 

★マタニティマークの認知度向上のためには、子育てへの接点が尐ない層に対して効果的な

アプローチを図ることが重要 

 

★マタニティマークの認知状況が都市規模の大小に左右されている面があるため、都市規模

の小さなエリアにも効果的なアプローチを合わせて検討することも必要 

> 
「まったく知らない」 

「見たことはあるかも知れないがよく知らない」 

§前回調査では「知っている」が 31.1％ 
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１－３ 身近な子育て応援活動の印象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■約９割は、身近な子育て応援活動を好意的に評価している 

良い取組だと思うので 
もっと活動を広めて欲しい 

89.7％ 

あまり賛成できないので、 
このような活動は止めて欲しい 

5.6％ 

○男女とも好意的評価が多数を占めており、男性では“30～39歳”の層で、女性でも 39歳以下の子育てとの接

点が多いと思われる層で「良い取組だと思うのでもっと活動を広めて欲しい」という回答が９割を超えている 

○子どもがいない層よりも子どもがいる層で、また子どもがまだ小さい層ほど「良い取組だと思うのでもっと活動を広

めて欲しい」という回答の割合が高い 

 

○「その他」への回答は 4.7％と尐なく、具体的な意見を回答した人のうち、半数以上は“子どもがいない人”となっ

ている 

身近な子育て応援活動については大半の人が好意的に評価しており、男女とも子育ての関わり
が多い（子どもがいる、30代前後）層ほど好意的な評価の割合が高くなっています。 
これらの層では「良い取組だと思うのでもっと活動を広めて欲しい」という回答が９割を超えてお

り、子育て世代には身近な子育て応援活動が広く受け入れられているように思われます。 
反面、子どもがいないなどの子育てとの関わりが少ない層では“子育て支援”に対する実感の無

さが回答に影響しているように思われ、子育て世代がより安心して子育てできるようにするために
は、子育てとの関わりがあまりない人々に対して身近な子育て応援活動の意義を理解してもらうこと
が重要になってくるのではないかと思われます。 

★子育て世代には身近な子育て応援活動がとくに好意的に評価されており、これまでの取組

がかなり受け入れられている→今後も継続して取り組むことが必要 

★身近な子育て応援活動に対する理解と共感をさらに高めるためには、子育てとの関わりが

薄い層に対して、子育て家庭の大変さや子育て家庭がいることのプラス面に対して注意を

喚起し、これまでとは異なる視点からの“気づき”を促すことも重要 

> 
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1.9%

13.7%

66.7%

0.8%

1.9%

8.1%

6.9%

3.5%

15.4%

53.9%

0.4%

1.8%

16.7%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他の世帯

父母と親族の世帯（三世代家族等）

父母と子のみの世帯（核家族）

父と親族・その他の世帯

母と親族・その他の世帯

父と子のみの世帯

母と子のみの世帯

＜男性＞ n=228 ＜女性＞ n=1,182

 

２ 本調査編 

２－１ 本調査対象者の子育ての状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答者の世帯構成は、“父母と子のみ”の核家族世帯が多い 

“３歳未満の子ども有り（妊娠中ではない）” 

男性：88.2％ 

女性：89.7％ 

■男性編、女性編ともに回答者の９割近くは“３歳未満の子どもはいるものの妊娠中では

ない人”となっている 

“妊娠中かつ３歳未満の子ども有り” 

男性：7.5％ 
女性：6.5％ 

“妊娠中（３歳未満の子ども無し）” 

男性：4.4％ 
女性：3.8％ 

■３歳未満の子どもの面倒は自宅で母親が見ている 

■男性編回答者の場合、約１／４は保育施設を利用している 

“自宅で母親が面倒を見ている” 

男性：57.3％ 

“保育施設に通っている” “自宅で父親が面倒を見ている” 

男性：24.3％ 男性：12.8％ 

女性：83.2％ 女性：13.2％ 
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27.4%

34.6%

とてもよく

協力してくれている

40.4%

38.6%

まあ

協力してくれている

21.1%

20.2%

たまに

協力しくれている

7.2%

5.7%

ほとんど

協力してくれない

1.6%

0.4%

まったく

協力してくれない

2.4%

0.4%

父親（パートナー）は

普段家にいない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1,182

n=228男性

女性

74.2%

76.8%

支援してくれる人がいる

25.8%

23.2%

支援してくれる人はいない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1,182

n=228男性

女性

26.2%

37.7%

気軽にいつでも

お願いできる

24.9%

30.7%

制約はあるものの、

お願いしたい時に

お願いできる

33.2%

19.7%

いざという時には

お願いできるが、

日常的にはお願いできない

9.9%

5.7%

まったくお願いできない

5.8%

6.1%

わからない・

該当する人がいない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1,182

n=228男性

女性

4.7%

11.0%

気軽にいつでも

お願いできる

6.9%

8.8%

制約はあるものの、

お願いしたい時に

お願いできる

30.4%

31.6%

いざという時には

お願いできるが、

日常的にはお願いできない

27.6%

19.7%

まったくお願いできない

30.5%

28.9%

わからない・

該当する人がいない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1,182

n=228男性

女性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子育て中に手助けしてくれる身内の有無 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■祖父母や親族の子育てへの協力状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■友人・知人の子育てへの協力状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■男親が子育てに「とてもよく協力してくれている」という回答は３割前後 

■女性よりも、男性の方が“とてもよく協力している”という回答の割合が高い 

■子育て世帯の約１／４は“妊娠中・子育て中に手助けしてくれる身内がいない”状況に

ある 

■女性よりも男性の方が祖父母・親族や友人・知人に子育てへの協力を気軽にお願いで

きると考えている 



Ⅱ 調査結果の概要 

12 
 

0.3%

3.1%

19.1%

13.5%

21.7%

41.3%

59.6%

51.3%

0.0%

5.7%

17.5%

10.1%

16.2%

34.6%

71.9%

39.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他

タクシー

電車

バス

自転車

自家用車（家族が運転）

自家用車（自分が運転）

徒歩

＜男性＞ n=228 ＜女性＞ n=1,182

39.1%

34.9%

ベビーカー等を利用

9.5%

15.1%

抱っこ（おんぶ）バンド、

ベビーキャリア（背負子）、

スリングなどの

装着器具を利用

9.6%

12.8%

直接抱っこやおんぶ、

肩車などをする

41.9%

37.2%

子どもに歩かせる

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1,137

n=218男性

女性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外出時の主な移動手段は“自分で運転する車”、女性では“徒歩”も半数を占める 

■３歳未満の子どもの移動は“ベビーカー”と“子どもに歩かせる”が多く、男性よりも、女

性の利用の方が多い 
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２－２ 妊娠中・子ども連れでの外出環境に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子ども連れでの外出環境に対する満足度（総合評価）は、男性の方が高い 

“満足” 

男性：47.4％ 

“不満” 

男性：14.0％ 

> 

“満足” 

女性：41.9％ 

“不満” 

女性：19.0％ 

> 

○妊娠中・子ども連れでの外出環境に対する満足度は男性の方が女性よりもやや高く、反対に“不満”という回

答は女性の方がやや多い 

○満足度は男女とも“10 万人以上”の都市規模の大きなところで高く、子育て環境に対する関心が高い層ほど

満足度が高い 

ヒトに対して満足 36.8％／34.7％ 

モノに対して満足 31.6％／25.2％ 

コトに対して満足 33.8％／35.6％ 

カネに対して満足 21.9％／15.7％ 

 

ヒトに対して不満 13.6％／22.4％ 

モノに対して不満 22.4％／36.0％ 

コトに対して不満 18.9％／27.4％ 

カネに対して不満 26.3％／35.3％ 

 

＜男性＞ ＜女性＞ ＜男性＞ ＜女性＞ 

○“ヒト”“コト”“モノ”“カネ”の４つの領域別に満足度をみると、全般的に男性の満足度は高く、女性では“コト”に

関しての満足度が男性に比べやや高い 

○４つの領域別の不満は、すべての領域について女性の方が不満という回答が多い 

○男女とも 40 代はすべての領域について不満が多い 

 

○総合評価の満足層は、男女とも“モノ”と“カネ”に対する満足度が他の領域の満足度よりもやや高い 

○総合評価の不満層は、男性の場合“モノ”“ヒト“、女性の場合”ヒト“に関する不満が他の領域よりも強い 

 

■領域別の満足度をみると、女性はすべての領域で男性よりも強く不満を持っている 

■“ヒト”に関する不満が総合評価の不満につながっている 

★性別、年代、都市規模などの違いにより、総合評価に関わる領域の満足・不満ポイントが異

なるため、子育て家庭の外出環境の向上をサポートしていくためには、対象者の置かれた状

況に応じたきめ細かなサポートが必要とされる 
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善
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待
度

困難度

（1）外出しようという気分になる環境

（2）外出に対する夫（パートナー）の理解

（3）外出に対する家族（舅・姑など）の理解

（4）家事や仕事の負担の軽減

（5）一緒に出かける交友関係の充実

（6）地域の人々の理解

（7）困っているときに助けてくれる周囲の優しさ

（8）公共交通機関（バスや電車など）でのマナー

（9）（車で移動中の）他のドライバーのマナー

（10）子どもが安全に楽しむ場所の充実

（11）親のストレスが発散できる場所の充実

（12）子連れで出かけられる場所の充実

（13）子連れで食事できる場所の充実

（14）子連れで買い物できる場所の充実

（15）出産関連用品・子ども用品の取扱店の充実

（16）情報交換ができる場所の充実

（17）悪天候でも子どもが遊べる場所の充実

（18）歩道の段差や放置自転車の解消

（19）信号やガードレールの整備

（20）公共交通機関（バスや電車など）でのベビーカー対策

（21）日常利用する商業施設でのベビーカー対策

（22）おむつ交換できるトイレの整備

（23）授乳室の整備

（24）安全な駐車場の整備

（25）外出にかかる余計な出費

（26）外出時の交通費
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

改
善
必
要
度

困難度

＜女性＞

【優先課題】 

〔ヒトに関する項目〕 

公共交通機関（バスや電車など）でのマナー（女性編の回答者の場合） 

〔コトに関する項目〕 

子どもが安全に楽しむ場所の充実／親のストレスが発散できる場所の充実／子連れで出かけられる場所の充実／ 

子連れで食事できる場所の充実／子連れで買い物できる場所の充実／悪天候でも子どもが遊べる場所の充実 

〔モノに関する項目〕 

歩道の段差や放置自転車の解消／信号やガードレールの整備／公共交通機関（バスや電車など）でのベビーカー対策／

日常利用する商業施設でのベビーカー対策／おむつ交換できるトイレの整備／授乳室の整備／安全な駐車場の整備 

〔カネに関する項目〕 

外出にかかる余計な出費 

 

 

２－３ 妊娠中・子ども連れでの外出環境向上に向けた課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子ども連れでの外出に困難・ストレスを感じる項目及び、今後の改善の必要性

を感じる項目は、“コト”と“モノ”に関わること 

カ
ネ 

モ
ノ 

コ
ト 

ヒ
ト 

優先課題項目 早期改善項目 

維持継続項目 維持向上項目 

優先課題項目 早期改善項目 

維持継続項目 維持向上項目 

★外出環境の向上には“コト”と“モノ”に関わる項目の改善が優先課題 

★外出環境の総合評価に関わると思われる“ヒト”に関する領域では「外出しようという気分

になる環境」について早期改善が望まれる 
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２－４ マタニティマークの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■マタニティマークの使用経験者は４～５割 

“使用経験者” 

男性：44.7％ 

“未経験者” 

男性：55.3％ 

> 

“使用経験者” 

女性：51.7％ 

“未経験者” 

女性：48.3％ 

> 

○男女とも、「持っておらず使用したことはない」という人は、年代が高いほど、都市規模が小さいほど多い 

○マタニティマークに対する認知度が高いほど使用経験者が多い 

§前回調査では使用経験者が 2.5％ 

■マタニティマークを使用した効果は「車内で席を譲ってくれた」が最も多い 

■「特に効果はなかった」という回答もいまだに多い 

車内で席を譲ってくれた 41.2％／30.9％ 

特に効果はなかった 36.3％／47.0％ 

 

＜男性＞ ＜女性＞ 

○男女とも概ね都市規模が小さいほど、「特に効果はなかった」という回答が多い 

○「車内で席を譲ってくれた」は、都市規模が大きいほど多い 

§前回調査では 

「車内で席を譲ってくれた」が 19.2％ 

「特に効果はなかった」が 50.0％ 

■若い世代を中心に、マタニティマークについて「積極的に導入し、もっと社会に浸透させ

るべきだ」という意見が多い 

積極的に導入し、もっと社会に浸透させるべきだ 61.4％／60.9％ 

妊娠初期はわかりづらいので、特に必要だと思う 48.7％／60.7％ 

 

＜男性＞ ＜女性＞ 

§前回調査では 

「積極的に導入し、もっと社会に浸透させるべきだ」が 58.9％ 

「妊娠初期はわかりづらいので、特に必要だと思う」が 61.5％ 

○若い世代ほど、都市規模が大きいほど、「積極的に導入し、もっと社会に浸透させるべきだ」という回答が多い 

○身近な子育て応援活動に肯定的な人、マタニティマークの認知度が高い人、マタニティマークの使用経験者の

方が「積極的に導入し、もっと社会に浸透させるべきだ」という回答が多い 

★若い世代を中心にマタニティマークのより積極的な導入が望まれており、認知度の高い人

や使用経験者ほどその傾向が強い 

★認知度が高いほど利用経験者が多くなるため、まずはマタニティマークについてよく知っ

てもらう取組が重要 

★都市規模が小さいほど効果を実感できていない状況があるため、小さなまちに暮らしてい

ても効果が実感できるような対策が必要 
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10.6%

26.2%

27.7%

33.7%

33.8%

36.3%

59.3%

62.9%

65.7%

68.4%

77.9%

82.3%

11.8%

27.2%

23.2%

37.7%

24.6%

34.2%

53.9%

56.6%

52.2%

57.0%

59.2%

61.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

暖かく見守られたり、手助けされたりしていない

不安や悩みを打ち明けたり、相談する相手がいない

子育てに関して、社会や地域の人々になるべく干渉されたくない

子育てしやすい社会に向けて自ら積極的に働きかけていきたい

社会から隔絶され、自分が孤立しているように感じる

社会全体が妊娠や子育てに無関心・冷たい

地域全体で子どもを育てたり、しつけたりすることが必要

子育てを応援する社会とは思えない。一日も早く改善して欲しい

制度や設備が整うだけでは不十分。国民全体の意識改革が必要だ

積極的に子どもを産みたい、育てたいと思える社会ではない

子どもは国や社会の財産、社会全体で暖かく見守る雰囲気が欲しい

男性も家事能力を高め、子育てに対する理解と協力が必要

＜男性＞ n=228 ＜女性＞ n=1,182

 

２－５ 子育て中の人々に対する周囲や社会の印象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■男性の子育てへの協力不足という印象を強く持っている 

■社会という不特定の漠然としたものに対する不安感が強いように思われる 

○子育て中の立場から見た周囲や社会の印象については、男女とも「子どもは国や社会の財産、社会全体で暖

かく見守る雰囲気が欲しい」「男性も家事能力を高め、子育てに対する理解と協力が必要」の２項目に対して

“そう思う”（「非常にそう思う」「まあそう思う」）という回答が多い 

 

○外出環境について総合評価不満層の方が満足層よりも周囲や社会に問題を強く感じている 

○女性編の回答者ではヒトに関する領域に対して不満を持つ層で周囲や社会に対する問題を強く意識 

★男性の子育てへの理解と協力は男女に共通して強く問題として意識されている 

★妊娠中・子ども連れでの外出環境に対する不満層は満足層よりも周囲や社会に対して問題

を強く感じていることから、日常の接点である外出環境での満足度を高めることが周囲や

社会に対する不安感の解消にとって重要 

★女性ではヒトの領域に対する不満層で周囲や社会に対する問題意識が強く表れており、ヒ

トに対する満足度を高めることが周囲や社会に対する不安感の解消にとって重要 

§前回調査 

93.3％ 

87.2％ 

80.2％ 

82.9％ 

77.4％ 

76.3％ 

§前回調査時点よりも、各項目とも否定的な回答の割合が低く、子育てを取り巻く環境につい

ては肯定的に評価されつつあるように思われる（前回調査は女性のみを対象として実施） 

→子育て環境は徐々に向上している 
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２－６ 妊娠中・子ども連れでの外出に対する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子ども連れでの外出意向は“不安がなければ外出したい”が最も多い 

■「いろいろなところに積極的に外出したい」は３割台、前回調査よりも積極的外出意向

が高まっており、若い世代や子育て環境への関心が高い層で積極派が多い 

いろいろなところに 
積極的に外出したい 
男性：35.1％ 
女性：34.7％ 

不安なく行ける場所であれば 
外出したい 
男性：58.3％ 
女性：61.2％ ＜ 

§前回調査では「いろいろなところに積極的に外出したい」が 27.0％ 

○男女とも、年代が若いほど「いろいろなところに積極的に外出したい」という回答が多く、就労していない人よりも

就労している人の方が積極的外出意向は高い 

○マタニティマークに対する認知度が高い、身近な子育て応援活動に肯定的など、子育て環境に対する関心が

高い人の方が積極的外出意向が高い 

★マタニティマークに対する理解が深い人ほど積極的外出意向が高いことから、“ヒト”に関

する領域での早期改善項目と考えられる「外出しようという気分になる環境」を向上させ

るためにもマタニティマークの普及を図る活動は重要 

★就労している人よりも、就労していない人で「不安なく行ける場所であれば外出したい」

という回答が多いことから、日頃外部との接点が尐ない人ほど外出に対して何らかの不安

を持っていると考えられるため、外に出る機会が尐ない人に向けて、不安を解消するため

の活動を行うことも必要 
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1.3%

4.9%

6.2%

8.4%

10.8%

15.9%

23.1%

35.1%

36.3%

38.3%

38.5%

39.1%

42.9%

44.9%

45.0%

52.0%

0.9%

8.8%

1.3%

2.6%

9.2%

13.2%

8.8%

13.2%

16.7%

22.4%

27.6%

16.7%

31.6%

36.0%

24.1%

52.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

特に不安や困難を感じることはない

切符を購入するとき

改札口を通過するとき

車を運転しているとき

電車のホームに立っているとき

バスに乗っているとき

公共のトイレを使うとき

スーパーやデパート等で買い物するとき

階段を上り下りするとき

見通しの悪い道や歩道がない道を歩いているとき

喫茶店やレストランに入ったとき

配偶者又は近親者等と一緒でないとき

混雑した電車に乗っているとき

段差の多い歩道をベビーカーで移動するとき

人混みを歩いているとき

＜男性＞ n=228 ＜女性＞ n=1,182

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子ども連れでの外出時に感じる不安や困難は「人混みを歩いているとき」 

○男女ともに半数以上が「人混みを歩いているとき」に不安や困難を感じる 

○全般的に女性よりも男性の回答割合が低い 

○男女間のギャップがとくに大きいのは、「段差の多い歩道をベビーカーで移動するとき」「スーパーやデパート等で

買い物するとき」「喫茶店やレストランに入ったとき」「公共のトイレを使うとき」など 

§前回調査時点よりも、「人混みを歩いているとき」「段差の多い歩道をベビーカーで移動するとき」

「混雑した電車に乗っているとき」など、都市環境に関して不安や困難を感じるという回答の割合

は低くなっている（前回調査は女性のみを対象として実施） 

→子育て世帯の外出に関わる都市環境は徐々に向上している 
 

★人混みを歩いているときの不安感を解消する取組が必要 

★多くの項目で男女間の認識にギャップがあることから、妊娠中・子ども連れでの外出時の不

安や困難について男性と問題意識を共有できるようにすることも重要 

§前回調査 

68.8％ 

53.2％ 

63.2％ 

53.6％ 



Ⅱ 調査結果の概要 

19 
 

2.2%

6.3%

9.7%

15.7%

18.4%

19.0%

23.9%

28.8%

38.7%

47.7%

59.5%

67.1%

68.5%

0.9%

6.1%

7.9%

13.6%

13.6%

8.8%

14.5%

20.2%

22.8%

28.5%

37.3%

57.9%

41.2%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

知らない人と接するのが面倒

どんな人がいるか分からないので不安

タバコの煙など空気が良くない

人混みで迷子になりはしないかと心配

車でないと行けない場所にある

おむつ交換や授乳をする場所が少ない

子ども連れを歓迎してくれるところは少ない

子どもが小さいので一緒に楽しむことは難しい

荷物も多く、ひとりで連れて行くのは大変

子どもはじっとしていないので、気疲れする

周りに迷惑をかけそう

ゆっくり見たり食べたりできない

＜男性＞ n=228 ＜女性＞ n=1,182

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子ども連れで行きたいところに行けない理由は「ゆっくり見たり食べたりできな

い」「周りに迷惑をかけそう」など、子どものことで周囲に遠慮しなければならないと考

えているため 

○行きたいところに行けない理由として女性が挙げているのは「ゆっくり見たり食べたりできない」「周りに迷惑をかけ

そう」「子どもはじっとしていないので、気疲れする」 

○全般的に女性よりも男性の回答割合が低い 

○男女間のギャップがとくに大きいのは、「ゆっくり見たり食べたりできない」「子どもはじっとしていないので、気疲れす

る」など 

★女性が行きたいところに行けない理由は「ゆっくり見たり食べたりできない」「周りに迷惑

をかけそう」など子どもの世話で自身が楽しめないことや子どもがいることで周囲に気後

れしてしまうことが多いため、周囲が子ども連れの人を暖かく見守る雰囲気を醸成し、子

ども連れの女性に安心感を与えることが重要 

★男性は女性ほど子ども連れであることで周囲に遠慮することが尐なく、女性の意識とギャ

ップが大きいため、女性の気後れする気持ちを理解し、サポートするような行動を行える

ように啓発することも必要 
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5.0%

6.3%

7.8%

8.7%

10.7%

11.8%

16.4%

17.5%

19.1%

20.6%

26.2%

29.1%

30.3%

35.4%

40.3%

40.7%

41.4%

55.8%

0.4%

17.5%

3.1%

3.5%

3.5%

2.6%

3.5%

0.9%

5.3%

6.6%

7.5%

7.5%

5.7%

11.0%

12.3%

15.8%

22.8%

14.0%

17.5%

40.8%

4.4%

34.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

手助けされたり勇気づけられるような体験はない

バスや電車に乗る順番を譲ってくれた

タクシーで優しくされた

オムツ替えやおんぶ紐など子どもの世話を手伝ってくれた

トイレの順番を譲ってくれた

子どもの手を引いたり抱っこしてくれたりした

スーパーのレジの順番を譲ってくれた

荷物を持ってくれた

用事で手が離せないとき、子どもを見ていてくれた

同様に子育てしている世代の人たちと仲良くなった

ベビーカーを（たたんで）運んでくれた

スーパーで袋詰めしてくれた

狭い場所ですれ違うときに道を空けてくれた

エレベーターに乗る順番を譲ってくれた

エレベーターのボタンを押してくれた

優しい言葉で励まされた

子どものおもちゃや靴などを落としたとき拾ってくれた

ドアを開けて（待っていて）くれた

バスや電車内で席を譲ってくれた

スーパーでカゴを運んでくれた

子どもをあやしてくれた、話しかけてくれた

＜男性＞ n=228 ＜女性＞ n=1,182

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■妊娠中・子ども連れでの外出時に体験した嬉しかったことは「子どもをあやしてくれた、

話しかけてくれた」など、周囲のちょっとした気遣い 

★女性が周囲のちょっとした気遣いに対して嬉しかったと感じているのに対して、男性は「バ

スや電車内で席を譲ってくれた」以外では女性の意識と大きなギャップがある 

★大げさなことではなく、ちょっとした心遣いが妊娠中・子連れの女性にとって大きな励み

になるということについて、男性をはじめ、子育てとの接点があまりない人々に対してア

ピールすることが周囲や社会に対する安心感を醸成するためには重要 



Ⅱ 調査結果の概要 
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0.3%

3.0%

13.9%

14.0%

14.3%

17.9%

21.6%

28.7%

30.0%

30.7%

32.2%

33.8%

34.4%

35.8%

37.6%

37.8%

39.4%

39.8%

44.2%

44.9%

46.2%

52.2%

55.2%

55.8%

58.4%

63.8%

0.4%

10.1%

8.3%

9.2%

7.0%

15.4%

15.8%

11.8%

14.0%

18.4%

14.9%

17.5%

26.3%

18.0%

21.5%

23.2%

18.0%

15.4%

20.6%

36.4%

25.0%

32.9%

26.8%

32.5%

26.8%

45.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

特に社会や周囲に期待していない

エレベーターやトイレの順番を譲って欲しい

子育ての悩みや困ったことなどに対してアドバイスが欲しい

余計な口出し（自分の価値観の押しつけなど）をしないで欲しい

バスや電車内で席を譲ってほしい

育児休業制度の充実（職場復帰に対する会社の理解等）を図って欲しい

妊婦に対する配慮やいたわりが欲しい

子ども連れで手を貸して欲しいときや困っているときに声を掛けて欲しい

子ども（連れ）優先のサービスをもっと増やして欲しい

子ども連れで参加できるイベントや情報交換の場が欲しい

まずは親自身が公共マナーを守り、子どもをしっかりしつけて欲しい

社会で子育てする雰囲気（他人の子でも叱るなど）であって欲しい

子育てに関する手当や待機児童対策など行政面での充実を図って欲しい

子育ての大変さを分かって欲しい

買い物やトイレのときなど気軽に利用できる託児サービスが欲しい

子育ては女の仕事などという偏見の意識をなくして欲しい

男性ももっと育児に参加して欲しい

エレベーターやスロープを増やして欲しい、段差をなくして欲しい

思いやりのある助け合える社会であって欲しい

授乳室、オムツ替え、親子トイレなどの場所を増やして欲しい

子どもが安心して遊べる場所が欲しい

妊婦や子どもの周辺でたばこを吸わないで欲しい

気軽に外出できるよう温かく見守って欲しい、迷惑がらないで欲しい

子ども連れで気軽に入れるお店が欲しい

子どもに安全で住みやすい社会であって欲しい

＜男性＞ n=228 ＜女性＞ n=1,182

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■男性に比べると女性は様々な点について周囲や社会に対して強い期待を持っている 

★周囲や社会に対して女性は様々な点に強い期待を持っているのに対して、男性はさほど期

待を持っていないなど、意識に大きなギャップが見受けられるため、男性をはじめ、子育

てとの接点があまりない人々に対して女性が期待していることについて問題を共有し、身

近なところから期待に応えることができるような社会の雰囲気を醸成することが必要 


